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これからの文化とまちづくりを考える 
市民ワークショップ 

第５回 
「市民参加について考えてみよう！ 

まちと、地域とつながるにはどうしたらいいか 
考えてみよう！」 
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ワークショップの流れ 

時間 内容 

1０:00 
・事業の経緯・これからについて（5分） 
・前回の振り返り（1０分） 
・ワークショップの進め方、お約束（10分） 

1０:25 
グループワーク（65分） 
「市民参加について考えてみよう！ 
まちと、地域とつながるにはどうしたらいいか考えてみよう！」 

1１:3０ グループ発表（20分） 

1１:55 なんでもアンケートの記入等 

１２:00 終了 



事業の経緯 
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今後の方向性 

周南市文化会館の大規模改修 １ 

２ 文化小ホールの整備 

・人命や事業継続に多大な影響を及ぼすことから、文化会館の改
修を優先的に行う 

・全館休館の期間を効率的に活用し、施設の長寿命化や快適性向
上の実現を図るとともに、その他の改修を行う 

・国の機関の集約化に向けた調整は引き続き進める 

・文化会館の改修を行う間、文化小ホール整備の検討を継続しつ
つ、財政状況等を踏まえ、時機を見て事業に着手する 

・山口銀行様からの関心表明を受け、山口銀行徳山支店の敷地ま
で対象エリアを広げて検討を始める 
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計画地周辺図 

山口銀行 
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文化小ホール 

保健センター 

山口銀行 

  

  
山口銀行敷地 

県道下松新南陽線 



前回までの振り返り 
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前回の振り返り 
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前回の振り返り 
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第１回ご意見（将来像）の振り返り 

文化の発信 ●文化活動発信 ●文化が集い、好きになる 

にぎわいが広域へ 
波及 

●他市からも人を呼び込む 

居場所 ●幅広い世代の居場所づくり ●くつろげる場所 

イベントの充実 ●イベントが充実している  

周辺施設との差別化 ●他施設との差別化 

子どもが集まる施設 ●若い世代の集客 ●若者向け設備 

周南のじまんの活用 ●文化歴史をコンセプトとする 

〈第１回で検討した将来像〉 
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第２回ご意見（年間スケジュール）の振り返り 

【季節ごとの傾向】 
・春⇒お花見、卒業・入学イベント、和文化発信 
・夏⇒夏休みならではのイベント、地域交流 
・秋⇒音楽・映画・写真・食等の催事 
・冬⇒クリスマス、餅つき、節分関連の催事 
 
【通年】 
・鑑賞事業⇒音楽・演劇・映画など 

・子ども向け 
⇒学校の混合授業、子どもの発表の場 

・展示・販売⇒写真、マルシェ、模型 

・情報発信・交流 
⇒市の情報収集ができる場、 
  自由におしゃべりできるスペース、 
  様々なものづくりができるスペース 

・市民活動 
⇒市民とプロのコラボレーション 
  学校の部活動による発表 

・周南らしさを発信 
⇒ふぐやたこの試食会、偉人に特化したイベント 
  地域ゆかりのものを題材にした催事 

・既存イベントの相乗り 
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第３回ご意見（必要な諸室・機能）の振り返り 

【ホール】 
・音楽、ダンス、演劇、映画、会議、講演等幅広
い利用用途が望まれている 
・座席数は３００～６００席 
 
【練習・創作】 
・防音の練習室 
・ギャラリー 
・創作・ものづくりスペース 
・調理室 
 
【共用部】 
・フリースペース 
・情報発信スペース 
・カフェ等飲食施設 
・ワーキングスペース、自習室 
 
【その他】   
・屋外の自然空間、芝生 
・最新設備を備えた省エネ施設 
・商業施設を併設 
・子ども、学生の居場所 
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第４回ご意見（模型検討）の振り返り 

【300席】 

第１ラウンド 

１階:楽屋関係 
２階:中練習室×２＆きれいなトイレ 

１階:子育て支援機能＆大中会議室＆ 
   きれいなトイレ（日本一豪華） 
   吹抜けに展示スペース 
２階:情報発信機能＆ワークスペース＆大練習室 
３階:自習室  

搬
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１階:子育て支援機能（中にオープンカフェ）＆ 
   大中会議室＆きれいなトイレ（日本一豪華） 
   吹抜け 
２階:情報発信機能＆ワークスペース兼 
   展示スペース＆大練習室 
３階：８間リハーサル室×２ 
４階:自習室  

１階:楽屋関係 
２階:中練習室×２＆きれいなトイレ 

第４ラウンド 
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第４回ご意見（模型検討）の振り返り 

１階:カフェ＆トイレ 
２階:ホール客席 
３階:小練習室×２＆中練習室×２＆大練習室×３ 
４階：大会議室×４ 

１階:子育て支援機能 
２階:ホール舞台 
屋上:駐車場 

１階:子育て支援機能＆カフェ＆自習室 
２階:楽屋関係 
３階:６間リハーサル室×２ 

第４ラウンド 

第１ラウンド １階:カフェ＆240㎡のギャラリー＆トイレ 
２階:ホール客席 
３階:小練習室×４＆大練習室 
４階：大会議室×４ 
５階：120㎡のフリースペース 

１階:子育て支援機能 
２階:ホール舞台 
屋上:駐車場 

１階:子育て支援機能＆カフェ 
２階:楽屋関係 
３階:６間リハーサル室×２ 

一
般
動
線 

【５００席】 



15 

第４回ご意見（模型検討）の振り返り 

１階:ファミレス 
２階:自習室 
３階:会議＆多目的ルーム  

１階:６間リハーサル室＆大練習室 
２階:中練習室×２ 

１階子育て支援機能 
２階:大中会議室＆子どものあそび場＆ 
   午前シニア・午後学生や子どものふれあいルーム 

第１ラウンド 

第４ラウンド 
１階:ファミレス・ 
   ファストフード店 
２階:会議＆多目的室 
３階:自習室  

１階:６間リハーサル室＆中小練習室 
２階:練習室＆40㎡のホール専用トイレ 

１階子育て支援機能 
２階:大中会議室＆子どものあそび場＆ 
   子育て支援センター専用トイレ＆ 
   午前シニア・午後学生や 
   子どものふれあいルーム 

１階:６間リハーサル室＆中小練習室 
２階:練習室＆40㎡のホール専用トイレ 

【８００席】 
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ワークショップのスケジュール 

WS日程 内容 

3月2日（土） 周南市のまちじまん・文化じまんから 
施設の将来像を考えてみよう！ 

４月１３日（土） イベントカレンダーをつくってみよう！ 

５月１０日（金） 文化小ホールに必要な機能を考えてみよう！ 

７月６日（土） 文化小ホール全体のレイアウトを考えてみよう！ 

９月２９日（日） 市民参加について考えてみよう！ 
まちと、地域とつながるにはどうしたらいいか考えてみよう！ 

※開催日及びテーマは変更となる可能性があります。 



ワークショップ⑤ 
市民参加について考えてみよう！ 
まちと、地域とつながるにはどうし
たらいいか考えてみよう！ 
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本日のおおまかな流れ 

新しい施設の開館まで、そして開館後、 
どんな風に参加したいですか？ 
・今回WSに集まっていただいた皆さんの熱意を新施設の開館ま
でつなぎ、より多くの人に広めていくため、今後どんな風に関わっ
たらいいか考えてみましょう！ 
 また、施設の開館後、施設での活動にどんなふうに参加したいか
イメージを膨らませてみてください。 

１ 

２ まち、地域とのつながりを生むためのアイデア
を考えてみましょう！ 
・新たな施設がにぎわう施設となるためには、まち、地域とのつな
がりが重要になります。 
・まち、地域とのつながりを生むためにはどんな取組みが必要か
考えてみましょう。 
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本日のおおまかな流れ 

開館まで 開館後 
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市民参加について 
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市民参加の主体性・責任の大きさ 

鑑賞者・体験者としての参加 

サポートスタッフとしての参加 

出演者・指導者としての参加 

事業の企画・推進役としての参加 

事業パートナーとしての参加 

主
体
性
・
責
任
の
大
き
さ 

小 

大 



周南市の市民参加の取り組み 
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周南市の市民参加の取り組み 

街と駅との連携会議 

中心市街地活性化協議会 

カルチュア・コンビニエンス・クラブ 

JR 

市役所 

まちづくり会社 

観光コンベンション協会 

商店街関係者 
イベント実施団体等 

商工会議所 
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周南市の市民参加の取り組み 

徳山あちこちクリーンプロジェクト 
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周南市の市民参加の取り組み 

徳山あちこちマルシェ 
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周南市の市民参加の取り組み 

徳山駅北口駅前広場でのイベントの様子 



開館前の市民参加の事例 
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一般的な開館までのスケジュールと市民参加 

   開館準備 

 実施設計    基本設計 
基本計画 
策定 

管理運営の検討 

プレイベントへの参加など 
 ・仮囲いアート 
 ・旧施設の閉館式 
 ・現場見学会 
 ・ピアノ弾きこみイベント 
 ・市の既存事業での広報 
 ・施設の愛称募集 
開館前の広報誌の発行 
開館記念事業 
 ・企画・運営 
        等への参加、運営 

基本設計・実施設計WSなど 
 ・各諸室の使い方 
 ・設備・機能 
 ・施設構成 
 ・共用部の使い方 等の検討 

管理運営の検討のためのWSなど 
 ・管理運営の基本方針 
 ・自主事業の基本方針 
 ・利用規則 
 ・組織      等の検討 

市民参加のポイント 

開
館 

竣
工 

着
工 
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開館までの市民参加の事例 

施設計画・運営を検討する 

内容：市民の意見を反映するため、設計者が主体となって   

    ワークショップを実施 

    ホールの基礎を振り返り、地域のホールとしてどんな 

    施設が求められるのか、各諸室の使い方、共用空間 

    の活用方法、地域ならではの施設等の意見をいただ 

    き、設計の検討を行う 

基本設計・実施設計ワークショップ 

内容：管理運営の検討のため、市民意見を取り入れるため、 

    ワークショップを実施 

    施設の運営方針から事業計画、貸館計画、まちとの 

    連携、市民参加まで幅広いご意見をいただく 

    開館後の市民参加組織設立につながることも 

管理運営検討ワークショップ 

鑑賞者・体験者 
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開館までの市民参加の事例 

プレイベントを企画する 

内容：仮囲いに絵を描くイベント、現場見学会、 

    新施設にちなんだ講座やイベントなど、この時期に 

    しかできないイベントを企画する 

開館前ならではのイベントを企画する 

内容：現施設のさよならイベントを企画し、開催する 

さよならイベントを企画する 

既存イベントで新施設をPRする 

内容：既存事業（文化祭や国際音楽祭、子ども演劇祭等）で、

新施設の宣伝のためのブース出展や展示を行う 

参考）ブース出展 
＠蓮田市総合文化会館 
 ハストピア 
市内催事・イベントの際に
ブース出展を行って 
宣伝活動を実施。 

内容：自分たちの活動や、新たな施設の紹介などを 

    市民の言葉で発信する 

情報紙の作成 

事業の企画・推進 
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開館までの市民参加の事例 

プレイベントに参加する 

内容：工事の仮囲いに絵を描く参加型イベント 

   アーティストや美術系の先生などの指導のもとに 

   テーマを持たせて絵を描いたり、色を塗ったりする 

仮囲いアート 

内容：実際に工事が行われている現場で、ホール内部の   

    客席や舞台の構造等を見学する 

現場見学会 施設の名称・愛称募集への応募 

内容：施設の名称、愛称、ロゴなどの公募に応募する 

内容：現施設のさよならイベントの舞台に立つ 

さよならイベント 

鑑賞者・体験者 



開館後の市民参加の事例 

32 



33 

サポートスタッフとしての参加 

さいき城山桜ホールサポーター 

■さいき城山桜ホール：大分県佐伯市 

・企画サポートグループ、公演サポートグループの2つのグループに分かれている。 
・企画サポートグループでは、『ツキイチ映画』の企画・運営、『館内装飾』の 
 企画・準備・設営を行う。 
・公演サポートグループでは、イベント当日の会場運営・レセプショニスト、 
 チケットもぎり、客席案内等を行う。 
・レセプショニスト講座など各種研修は無料で受講可能。 

サポートスタッフ 
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出演者・指導者としての参加事例 

画像出典：各施設ＨＰ 

■富士見市民文化会館キラリ☆ふじみ 
  （埼玉県富士見市） 

市民とつくる朗読劇 
『セブンスター』 

・一般公募で出演者、スタッフを募集。 
・プロの劇作家兼演出家、舞台スタッフら 
 とともに作品を創造。 

■大和市文化創造拠点シリウス 
 生涯学習センター（神奈川県大和市） 

やまと学習ねっとわぁく 
・知識・技能・経験を持っている人が 
 ボランティア講師として登録できる制度。 
・学びたい人と相互の教え合い、学び合いを 
 支援する。 

制度イメージ 

出演者・指導者 
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事業の企画・推進役としての参加事例 

●運営委員会 
・専門家と利用者による組織。事業や運営について協議を行う。 
●実行委員会 
・地域住民の有志による組織。毎年2本のイベントを最初から最後まで、 
 全て自分たちの手でつくり上げる。 

■黒部市国際文化センター コラーレ（富山県黒部市） 事業の企画・推進 
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事業パートナーとしての参加事例 

ＮＰＯ法人サポートＣ 

事業企画会議の様子 

事業企画会議 

• 市民、指定管理者、アドバイザー、サポートC事務局
等で構成。広く市民から募集した事業提案を基に、
自主事業計画を作成している。 

• 市民から募集した企画が決定するまでの流れは、 
エントリーからプレゼン、最終決定まで約１年間。 
尚、プレゼンは公開型となっている。 

基本構想から検討に携わってきた市民を中心に

設立。指定管理者から一部業務を受託している。 

【主な業務】 

・自主事業の企画、実施/友の会運営 

・情報紙の配布 

・公演時のフロント、会場設営補助 

■茅野市民館（長野県茅野市） 事業パートナー 



地域とのつながりづくりの取組み 
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まちと連携した取組み 

おもてなしサービスマップ 
／アオーレ長岡 
周辺商店街との回遊性向上のため
来場者へのクーポン付きマップを
配布。 

カードをあつめて 
バスdeチャンス！ 
／みんなの森 ぎふメディア 
 コスモス 
岐阜バス全路線に提示したキー
ワードを、乗降客が施設で伝える
と景品がもらえる。 

まちのヒト・コト 
／丸亀市市民交流活動 
 センター マルタス 
地域の魅力を発信する 
WEB記事を施設HPに掲載。 

ぎふまちライブラリー 
／みんなの森 ぎふメディア 
 コスモス 
市内カフェや寺に市民自ら本棚を
置き、まちなか図書館として機能
させる取り組み。施設内でも関連
展示を常設化。 
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地元商店街との連携 

出典：世田谷アートタウン2022『三茶de大道芸』 http://arttown.jp/ 

「世田谷アートタウン 『三茶de大道芸』」 
 1997年から始まった、まち全体を会場にした大道芸フェスティバル。 
 「三軒茶屋の街を劇場にしよう」と、9つの商店街が参加。 
 劇場前の広場を始め、まちなかのあらゆる場所でパフォーマンスが行われる。 
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まち全体と連携した取組み 

出典：上田市交流文化芸術センター 
https://www.santomyuze.com/experience_activity/report-machixmachi-festival2016/ 

「マチ×マチフェスティバル」 
 「まちがアートを待っている アートがまちに出かけていく」をテーマに、さまざま
なミュージシャンが上田市内各所で演奏を行う音楽フェスティバル。 

 大ホールのほか、商店街のシェアオフィスや駅前広場、民営の文化施設などを会
場に、10組のアーティストがコンサートを実施。 

 普段演奏するコンサートホールではない場所に出向き、市民や観光客に気軽にプ
ロの音楽を楽しんでもらおうという趣旨のもと開催された。 



ワークショップの進め方、
お約束について 
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ワークショップの流れ 

発表する 

グループ名：○○○ 
○○○ 

○○○ 
○○○ 

○○○ 

個人で 
沢山出す 

どんどん書く 

思いつき 
アイデア 

大歓迎 

グループで 
考える 
整理する 

ふせん1枚＝１意見！ 

１ ２ 

３ 

否定しない！ 
そういう考えもあるね！ 

へぇ！それいいね！あいのりOK！ 

振り返り 

４ 

なんでもアンケート 
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ワークショップの流れ 

恥ずかしがらずに、 

どんどん書いてみる、出してみる。 

は 

ひ 

ふ 

へ 

ほ 他の人・グループの意見を聴く、褒める。 

ふせん1枚に一意見。 
なるべく沢山、なるべく短く。 

否定しない！自分と違った意見も、それもあるね。 

へぇ！それ、いいね！真似してOK！ 

便乗して発想を広げる。 
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 マスクの着用については、令和5年3月13日以降、個
人の主体的な選択を尊重し、個人の判断に委ねること
になりましたので、各自でのご判断をお願いします。 

 残った飲み物のペットボトルは会場に捨てず、お持ち帰
りください。 

 終了後、名札、アンケート、文房具などはご自分の席に
置いたまま、ご退出ください。 

みなさまへのお願い 



グループワーク 
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グループ発表 

46 



なんでもアンケート 

47 
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なんでもアンケート 

最後に 

本日の感想や言い足りなかったことなど、 

「なんでもアンケート」にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


